
令和６年度 東京都立神津高等学校 学校運営連絡協議会報告書 

 

 １ 組  織  

   (1)  都立神津高等学校 学校運営連絡協議会（全日制課程） 

   (2)  事務局の構成、副校長、教務主任 計２名 

   (3)  内部委員の構成 

      校長、副校長、経営企画室長、教務主任、生活指導主任、進路指導主任 計６名 

   (4)  協議委員の構成 

  ＰＴＡ会長、神津島村教育委員会教育長、神津島村立中学校長、神津島村立小学校長、   

神津島村漁業協同組合長、神津島南駐在所所長 神津高等学校同窓会会長  

神津島村教育委員、しらすな寮長、計９名 

   (5)  評価委員の構成 

    校長 副校長、ＰＴＡ会長、神津島村立中学校長 計４名 

 ２ 令和６年度学校運営連絡協議会（以下、協議会）の概要 

  (1)  協議会の開催日時及び内容 

第１回 ６月２５日（火） 午後４時００分～午後４時４５分 内部委員６名、協議委員８名 

協議委員及び評価委員の委嘱、委員紹介、令和４年度学校経営報告計画及び令和５年度学校

経営計画説明、学校の現状・課題及び指導の方針説明、協議等 

第２回 １１月１９日（火）午後４時００分～午後４時４５分 内部委員６名、協議委員５名 

今年度の指導経過と現状について報告、学校評価アンケートの観点・項目・内容の検討、協

議等 

第３回   ２月８日（土）午後３時４０分～午後５時０５分 内部委員６名、協議委員８名 

今年度の指導の成果について報告、学校評価アンケート集計結果の分析・考察・提言、協議等 

   (2) 評価委員会実施日時及び内容 

第１回  １１月１９日（火）午後３時３０分から午後３時４０分内部委員２名、協議委員２名 

学校評価の観点及びアンケート質問の検討、評価者の検討等 

第２回  ２月８日（土）午後３時２０分～午後３時３０分 内部委員２名、協議委員２名 

アンケート結果の分析、評価報告書の作成等 

 ３ 学校運営連絡協議会による学校評価 

 (1) 学校評価の観点 

    生徒・保護者（一部地域の皆様）に対して 

    ①学校生活全般に対する満足度 ②ＨＲ、授業に対する満足度 ③生活習慣、生活指導、部活動 

に対する意識・満足度 ④進路や検定に関する満足度 ⑤環境に関する満足度 の観点で実 

施する。 

    地域の皆様に対して 

    ①学校生活全般 ②情報発信 ③地域との連携 ④生徒の規範意識 の観点で実施する  

  (2) アンケート調査の実施時期・対象・規模： 

    ・１２月 全校生徒   対象： ４５人  回収： ４５人 回収率：１００％ 

    ・１２月 保護者全員  対象： ４５人  回収： ４３人 回収率：９５．６％ 

    ・１２月 地域・住民  対象： ７６人  回収： ６５人 回収率： ８６％ 

    ・１２月 教 員    対象： １５人  回収： １５人 回収率：１００％ 

     ※地域・住民には「地域の方々」「中３保護者」「中学校教員」を含む 

  (3) 評価結果の概要・分析・考察・課題 

    ①本校の教育活動におおむね満足しているが、ボランティア活動などに課題がある。 

詳細は別紙参照 



 

４ 学校運営連絡協議会の成果と課題 

  (1) 学校運営連絡協議会を実施して得られた成果 

① 地域代表及び教育関係者から意見を伺うことで、また広く地域に学校評価アンケートを実施

することで、本校が外部からどのように認識・評価されているかを客観的に把握できた。 

② 授業公開や公開行事、学校広報だけでは伝わらない、本校が目指す教育活動の方向性や現状

に対する課題意識などを外部に向けて発信できた。 

   (2) 学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題 

   ① 学習に対し積極的に取り組めているという自信について課題がある。 

② 行事や部活動など特別活動の充実に課題がある。 

③ 生徒と保護者のコミュニケーションに課題がある。 

④ ボランティア活動の個人参加に課題がある。 

⑤ 生徒・保護者・教員の間での、希望進路に対する認識のすり合わせに課題がある。 

⑥ 生徒の読書量に課題がある。 

 ５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項 

  (1) 学校運営 

① 地域や保護者と意見交換・情報交換する機会を増やす。特に、教育関係者以外と意見交換・

情報交換できるような機会を模索する。 

② 本校の教育活動を発信する機会を増やす。特に、授業公開など本校の様子がよく分かる活動

について、周知・広報を充実させる。 

③ 学校評価アンケートを改善する。特に、働き方改革の設問では従来「知っているか」として

きた設問を「成果が出ているか」に改める。 

 (2) 学習指導 

① 家庭学習の指導を組織的・計画的に行い、個別最適な家庭学習を実現する。 

② ＩＣＴの活用をさらに推進し、個別最適な学習活動を実現する。 

③ 教員間の相互授業見学や小中学校の授業見学など、授業改善の機会を増やす。 

④ 校内研修を充実させ、授業の魅力向上を図る。  

 (3) 特別活動 

① 地域と連携した部活動を推進し、大会参加など活動の充実を図る。 

② 文化祭などの行事において地域と連携し、内容の充実を図る。 

 (4) 生活指導 

① 基本的生活習慣や規範意識を定着させるため、家庭と連携して粘り強く指導する。 

② 校則を守ること、また校則のあり方について、生徒が主体的に考える機会を設ける。 

(5) 進路指導 

  ① 三者面談・四者面談を充実させることで、生徒の進路意識を醸成するとともに、生徒と保護

者の希望進路をすり合わせて生徒が学習に集中できるようにする。 

② 学校設定教科「進路実現」の計画・実施・振り返りを共有し、内容の充実を図る。 

６ 「学校がよくなった」と考える協議委員の割合 

    （１）協議委員人数 ９名 

    （２）学校がよくなったと答えた協議委員の人数 ６人 

そう思う 
多少そう 

思う 

どちらとも

言えない 

あまりそう

思わない 

そう思わ 

ない 
分からない 無回答 

５ １  １   ２ 

７ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果 

参加実績  ・職員会議    ０回   ・企画調整会議  ０回 

８ その他 

① 地域・住民の評価アンケートのうち、中学生保護者の回答が今年度も非常に少なかった。次

年度は繰り返し声を掛けて、積極的に収集する。 


